
表紙写真：伊勢崎産イチゴ「美
み

麗
れい

」販売
伊勢崎産のブランドイチゴ「美麗」が、２
月14日のバレンタインデーに合わせてス
マーク伊勢崎（西小保方町）の特設会場で
販売されました。数量限定とあって、特
別パッケージとオリジナルゼリーを買い
求める人で行列ができていました。

バレンタインに

あま〜い美麗を

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは３ページへ

主な内容
P2−3	 あれから５年	地震への備えをもう一度
P5	 ホスピタル・サンデー	知

し

っ得
とく

市民病院
P6−7	 TOPICS	田島弥平旧宅ロゴマークが完成！
P10	 始めましょう	心の健康づくり

●あなたと市政をつなぐ情報紙●●あなたと市政をつなぐ情報紙●

３月１日号
2016年（平成28年）No.269

動画で見る
いせさきいせさき

YouTubeで動画を見られます
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あれから５年ー 地震への備えをもう一度

家
の
中
の
安
全
対
策

　
過
去
の
大
地
震
で
は
、
大
き
な

揺
れ
に
よ
り
多
く
の
人
が
家
具
の

下
敷
き
に
な
り
被
害
に
遭
っ
て
い

ま
す
。
い
ざ
避
難
し
よ
う
と
し
た

と
き
に
、
家
具
が
出
口
を
ふ
さ
い

で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
大
き
な
家
具
や
出
入
口
に
あ
る

家
具
を
固
定
す
る
こ
と
は
、
地
震

対
策
と
し
て
大
変
有
効
で
す
。
ま

た
家
具
の
配
置
を
見
直
す
な
ど
し

て
、
家（
部
屋
）の
中
に
安
全
な
空

間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

通
電
火
災
に
注
意
を

　
過
去
の
震
災
で
は
、
二
次
災
害

と
し
て
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
大
規
模
な
地
震
火
災
を

防
ぐ
に
は
、
家
庭
か
ら
火
災
を
起

こ
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
地
震
時
の
火
災
で
注
意
し
た
い

の
が
、
停
電
し
た
電
気
が
復
旧
す

る
際
に
発
生
す
る
通
電
火
災
で
す
。

倒
れ
た
電
気
器
具
に
通
電
し
て
周

囲
の
物
に
火
が
付
い
た
り
、
ガ
ス

が
漏
れ
て
い
る
場
所
で
発
火
し
た

り
し
ま
す
。

　
避
難
す
る
と
き
は
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
し
、
地
震
後
に
電
気
器
具

を
使
用
す
る
際
は
ガ
ス
漏
れ
や
機

器
・
配
線
の
損
傷
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

各
家
庭
で
備
蓄
品
を
用
意
し
て

　
災
害
時
に
は
生
活
必
需
品
の
入

手
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
災

地
に
物
資
が
届
か
な
い
状
況
が
長

期
間
続
き
ま
し
た
。
ま
た
水
や
レ

ト
ル
ト
食
品
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
、
品
不
足
の
心
配
か
ら

買
い
占
め
が
発
生
し
、
物
資
供
給

に
悪
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
少
な
く
と
も
一
週
間
以
上
は
支

援
な
し
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

各
家
庭
の
事
情
に
応
じ
た
備
蓄
品

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
を
想
定
し
た
備
え

　
災
害
時
は
、
気
持
ち
と
時
間
に

余
裕
が
な
い
状
況
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
普
段
か
ら
非
常
時
に
持
ち
出

す
物
を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
族
で
誰
が
何
を
持
っ
て
い
く
の

か
を
決
め
て
お
く
と
、
素
早
く
避

難
で
き
ま
す
。

　
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
は「
な

け
れ
ば
困
る
物
」か
ら「
あ
っ
た
ら

便
利
な
物
」の
順
に
準
備
し
ま
し

ょ
う
。
持
ち
運
び
の
際
、
両
手
が

使
え
る
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
便
利

で
す
。
重
す
ぎ
な
い
か
一
度
背
負

っ
て
み
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

災
害
時
の
避
難
支
援
を
希
望
す
る

人
は
登
録
を

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
、
市
で
は
支
援
が
必
要
な
人
の

名
簿
を
作
成
し
、
地
域
で
支
援
で

き
る
態
勢
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
支
援
を
希
望
す
る
人
は
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
安
心
安
全
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

安
心
安
全
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

※
既
に
登
録
し
て
あ
る
人
は
、
再

度
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

対
象

●
介
護
保
険
の
要
介
護
ま
た
は
要

支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
人

●
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

●
難
病
患
者

●
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

ま
た
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
の
人

●
そ
の
ほ
か
、
避
難
行
動
に
支
援

が
必
要
な
人

※
施
設
や
病
院
な
ど
に
長
期
入
所・

入
院
し
て
い
る
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

　
個
人
情
報
を
各
行
政
区
の
自
主

防
災
組
織
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
、
関
係
機
関
に
提
供
し
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
情
報
な
ど
を

い
せ
さ
き
情
報
メ
ー
ル
で
配
信

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
避
難
勧
告

な
ど
の
防
災
情
報
を
確
実
に
得
ら

れ
る
よ
う
、
い
せ
さ
き
情
報
メ
ー

ル
に
登
録
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

登
録
の
方
法　
携
帯
電
話
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
次
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

t-isesaki@
sg-m

.
jp

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
間
も
な

く
５
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
は
人

の
力
で
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
は
日
頃
の

備
え
に
よ
っ
て
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
に
備
え
て
家
屋
の
耐
震
改
修
や
家
具
の
固
定
な
ど
、

ま
ず
は
身
の
回
り
か
ら
安
全
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
安
心
安
全
課（
☎

（27）
２
７
０
６
）

▲平成23年３月、緊急消防援助隊群馬県隊のメンバー
として被災地（福島県相馬市）で検索救助活動などを行
う伊勢崎市消防本部の隊員。東日本大震災ではこのほ
かにも、市民病院D

デ ィ ー マ ッ ト

MAT （災害派遣医療チーム）が医
療活動の支援を、市の職員が被災した家屋の被害状況
の調査などを行いました。

　市では、東日本大震災の被災市町村の復旧・復興に
向けた事業を支援するため、毎年、宮城県多賀城市に
職員を派遣しています。東北被災３県の復興を願い、
今回、多賀城市の情報を皆さんにお届けします。ぜひ
一度、多賀城市を訪れてみてください。

　多賀城は、奈良・平安時代に陸
む つ の く に

奥国の国
こく

府
ふ

（＝役所）が置かれた所で、古代東北の政治・
軍事の中心地としての役割を果たしました。国の特別史跡（＝特に重要とされる史跡）に指
定されている多

た

賀
が

城
じょう

跡
あと

は、奈良の平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

、九州の大
だ

宰
ざい

府
ふ

跡
あと

と共に日本三大史跡に数えら
れています。
　６月には約２万１千平方メートルの広大な敷地に、650種300
万本のあやめ、花しょうぶなどが咲き誇る「あやめまつり」が、秋
には万葉衣装、舞、歌、語りで万葉文化を感じられる「万葉まつり」
などをはじめとしたイベントが開催され、毎年たくさんの人でに
ぎわっています。 ▲多賀城碑（壺

つぼのいしぶみ

碑）▲あやめまつりの様子

宮城県多
た

賀
が

城
じょう

市 （写真・資料提供：多賀城市）

多賀城市の概要・観光情報

宮城県
仙台市仙台市

多賀城市多賀城市

多賀城市は宮城県のほ
ぼ中央に位置し、仙台
駅から多賀城駅までは
普通列車で約20分です。
●人口＝62,426人
●世帯数＝25,866戸

（平成28年２月１日現在）

特集

復興支援

▲多賀城駅周辺の複合施設
（完成予想図）
▶整備された災害公営住宅

　平成26年から震災復興計画で定める「再生期」へと進みました。最
重点課題である被災者の生活再建として、市内２カ所の災害公営住宅
が完成。今後さらに２カ所の災害公営住宅の整備が進められ、本年中
に532戸全ての完成が見込まれています。復興のシンボルとして位置
付けられた多賀城駅周辺では、今春、新市立図書館、書店、飲食店な
どを複合的に備えた施設がオープンするほか、子育て施設や高齢者施
設なども開設し、安心して暮らせる環境づくりが整ってきています。
　さまざまな取り組みにより震災前以上に元気で活力があり、誰もが
安心して暮らせるまちを目指した復興が進んでいます。

多賀城市の復興情報
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情報ワイド
　
市
役
所
の
休
日
窓
口
を
、
下
表

の
と
お
り
取
り
扱
い
業
務
を
拡
大

し
て
開
設
し
ま
す
。

期
日　
３
月
27
日（
日
）・
４
月
３

日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
日
の
窓
口
開
設

●
市
民
課
で
は
こ
の
期
日
以
外
の

日
曜
日（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

も
休
日
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
各
支
所
住
民
福
祉
課
で

は
土
曜
日（
午
前
９
時
～
午
後
０

時
15
分
）に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
宮
子
・
あ
ず
ま
で
は
土
・

日
・
祝
日（
午
前
10
時
～
午
後
７

時
）に
、
各
種
証
明
書
の
交
付
申

請
や
印
鑑
登
録
の
手
続
き
が
で
き

ま
す

●
納
税
課
で
は
こ
の
期
日
以
外
の

土
・
日
曜
日（
午
前
９
時
～
午
後

３
時
）も
納
税
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す

受
給
資
格
は
３
月　
日
ま
で
。

ほ
か
の
福
祉
医
療
制
度
に

該
当
す
る
場
合
は
申
請
を

　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
や
ひ
と

り
親
家
庭
の
福
祉
医
療
に
該
当
し

て
い
る
人
で
、
受
給
資
格
の
有
効

期
間
が
本
年
３
月
31
日
ま
で
の
人

は
、
そ
の
後
の
医
療
費
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
下
記
の
資
格
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
す
れ
ば

４
月
以
降
も
福
祉
医
療
の
受
給
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受

給
資
格
の
認
定
は
、
必
要
書
類
の

確
認
が
で
き
た
日
か
ら
で
す
。
現

在
の
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期
間

が
切
れ
る
前
で
も
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
請
の
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

適
正
な
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
福
祉
医
療
に
該
当
す
る
人
の
医

療
費
は
、
原
則
と
し
て
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

福
祉
医
療
制
度
で
掛
か
っ
た
そ
の

医
療
費
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
で
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
財
源

を
有
効
に
使
う
た
め
、
必
要
の
な

い
受
診
は
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

【
受
診
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
入
院
し
て
高
額
な
医
療
を
受
け

る
場
合
な
ど
は
、
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
で「
限
度
額
適
用
認
定

証
」を
取
得
す
る

●
学
校
で
の
活
動
中
の
け
が
は
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災

害
共
済
給
付
金
を
申
請
す
る

●
子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た

と
き
は
、
小
児
救
急
電
話
相
談（
☎

＃
８
０
０
０
）を
活
用
す
る

問
い
合
わ
せ　
年
金
医
療
課（
☎

（27）
２
７
４
０
）・
各
支
所
住
民
福

祉
課

３
月
27
日（
日
）・
４
月
３
日（
日
）の

休
日
窓
口
の
取
り
扱
い
業
務
を
拡
大
し
ま
す

中
学
３
年
生
の
子
ど
も
・
子
ど
も
が
18
歳
を
迎
え
た
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

福
祉
医
療
の
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

31

福祉医療の資格要件
●身体障害者手帳の１級または２級
●障害年金の１級（相当）
●特別児童扶養手当の１級または２級
●療育手帳の判定Ａ
● 18歳未満の子どもを扶養している母

子・父子家庭など
　 ※18歳の誕生日以後の最初の３月31

日（４月１日生まれは18歳の誕生日
前日）までの子どもを含みます

●自立支援医療費（精神通院）の受給者

　
健
康
に
つ
い

て
考
え
、
病
院

の
機
能
や
活
動

に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら

え
る
よ
う
、
健

康
に
関
す
る
講

座
を
行
う
ほ
か
、
医
療
設
備
や
Ｄデ

ィ
ー 

Ｍマ

ッ

ト
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

期
日　
３
月
13
日（
日
）

時
間　
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
市
民
病
院

※
車
で
来
場
す
る
際
は
市
民
病
院

東
の
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
駐
車
場・

病
院
職
員
駐
車
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い

内
容　
各
種
ミ
ニ
健
康
講
座
、
簡

易
な
検
査
体
験
、
病
院
内
ツ
ア
ー
、

展
示
解
説
な
ど

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
、
詳
し
く

は
市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

 
http://w

w
w

.hospital.isesa 
ki.gunm

a.jp/

）で
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
医
療
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎

（25）
５
０
２
２
）

ホ
ス
ピ
タ
ル
・
サ
ン
デ
ー

知し

っ
得と

く

市
民
病
院

課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま
す

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
う
ち
、

納
税
義
務
者
本
人
が
所
有
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
課
税
の
内
容
を

確
認
で
き
ま
す
。
４
月
下
旬
に
発

送
予
定
の
納
税
通
知
書
に
も
課
税

台
帳
と
同
じ
内
容
を
記
載
し
ま
す
。

対
象　
納
税
義
務
者
、
納
税
義
務

者
と
同
世
帯
の
親
族
、
納
税
管
理

人
、
納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受

け
た
人
、
借
地
・
借
家
人

手
数
料　
無
料

※
借
地
・
借
家
人
は
土
地
１
筆
３ 

０
０
円
で
１
筆
増
え
る
ご
と
に
50

円
加
算
、
家
屋
１
棟
３
０
０
円
で

１
棟
増
え
る
ご
と
に
50
円
加
算
さ

れ
ま
す

【
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
】

　
土
地
の
納
税
者
は
土
地
に
つ
い

て
、
家
屋
の
納
税
者
は
家
屋
に
つ

い
て
評
価
額
を
確
認
で
き
ま
す
。

※
償
却
資
産
は
対
象
外
で
す

対
象　
納
税
者
、
納
税
者
と
同
世

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
軽
自
動
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・

原
動
機
付
自
転
車
の
登
録
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
住
所
を
変
更
し
た
と
き
や
、
軽

自
動
車
な
ど
を
廃
車
・
売
却
・
下

取
り
な
ど
で
手
放
し
た
と
き
は
、

３
月
31
日（
木
）ま
で
に
必
ず
登
録

帯
の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
納
税

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
人

手
数
料　
無
料

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

い
ず
れ
も

期
間　
４
月
１
日（
金
）か
ら
５
月

31
日（
火
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

会
場　
資
産
税
課
・
各
支
所
納
税

推
進
室

用
意
す
る
物　
本
人
確
認
が
で
き

る
物（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）、

健
康
保
険
証
な
ど
）、
委
任
を
受

け
た
人
は
委
任
状
、
借
地
・
借
家

人
は
賃
貸
借
契
約
書
な
ど
有
償
の

権
利
関
係
を
示
す
書
類

平
成　
年
度
用 

路
線
価
、
標
準

宅
地
の
位
置
・
価
格
の
閲
覧

期
間　
４
月
１
日（
金
）か
ら

会
場　
資
産
税
課
・
各
支
所
納
税

推
進
室

手
数
料　
無
料

の
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
し
な
い
と
、
既
に
軽

自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
な
く

て
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
３

月
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
早

め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
市
民
税
課（
☎

（27）

２
７
１
５
）

固
定
資
産
税 

閲
覧
・
縦
覧
で
き
ま
す

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
と
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
資
産
税
課（
☎

（27）
２
７
１
９
）

28

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の
登
録
変
更
は

３
月
31
日（
木
）ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

３月27日（日）・４月３日（日）の休日窓口
開設窓口 取り扱う業務 問い合わせ

市
役
所
本
館
１
階

市民課
（１・２・８番窓口）

住民票の写し・戸籍の証明などの交付、
印鑑登録および証明書の交付 ☎27－2727

転入・転出・転居など住民異動に関する届け出 ☎27－2729

出生・死亡・婚姻など戸籍に関する届け出の預かり ☎27－2726

パスポートの交付 ☎27－2728

国民健康保険課
（３番窓口）

国民健康保険に関する手続き
（資格の取得・喪失・変更の届け出、給付の申請）

●資格＝☎27－2735
●課税＝☎27－2736
●給付＝☎27－2737

年金医療課
（４番窓口）

後期高齢者医療に関する手続き
（資格の取得・変更の届け出など） ☎27－2739

子どもの医療費など福祉医療の手続き
（資格の取得・変更の届け出など） ☎27－2740

国民年金の手続き（資格の取得・変更の届け出など） ☎27－2741
納税課

（６番窓口） 納税相談 ☎27－2723

※取り扱える業務が限られています。手続きの内容や必要な書類など、事前に問い合わせてください
※休日窓口業務を行わない課やほかの市町村などに確認が必要な手続きは、受け付けできない場合があり
ます

臨時開設

臨時開設

原動機付自転車・小型特殊自動車 こんなときは届け出を
こんなとき 届け出の区分 必要な物

●廃車（処分）する
●市外へ転出する
●市外の人に譲る
●下取りに出す

廃　　車
ナンバープレート
登録者の印鑑
標識交付証明書

市内の人に譲る 名義変更
新しい登録者の印鑑
標識交付証明書
譲渡証明書（旧登録者の押印が
あるもの）

軽自動車・自動車・バイクの登録変更などの届け出先
車種区分 廃車・登録変更などの届け出先

原動機付自転車（125cc以下）
小型特殊自動車（トラクターなど）

市民税課
☎27－2715

二輪の軽自動車
（125㏄を超え250㏄以下）

群馬県自動車整備振興会（前橋市）
☎027－261－0274

二輪の小型自動車
（250㏄を超えるもの）

関東運輸局群馬運輸支局（前橋市）
☎050－5540－2021

三輪・四輪の軽自動車 軽自動車検査協会群馬事務所（前橋市）
☎050－3816－3109

※普通自動車にかかる税金は県税です。税の仕組みや支払いなどについての
詳細は伊勢崎行政県税事務所（☎24－4350）に、届け出については関東運輸
局群馬運輸支局（☎050－5540－2021）に、それぞれ問い合わせてください

休日窓口

健康について学ぼう
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世界遺産 田島弥平旧宅ロゴマークが完成！

　
田
島
弥
平
旧
宅
を
基
本
と
し
た

日
本
家
屋
の
建
築
様
式
を
文
字
に

置
き
換
え
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

世
界
遺
産
・
田
島
弥
平
旧
宅
の
ロ

ゴ
で
し
か
で
き
な
い
デ
ザ
イ
ン
を

追
求
し
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
と

し
て
の
堂
々
と
し
た
た
た
ず
ま
い

や
飽
き
の
こ
な
い
普
遍
的
な
デ
ザ

イ
ン
を
意
識
し
、
田
島
弥
平
旧
宅

の
歴
史
や
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
、

国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
田
島

弥
平
旧
宅「
ら
し
さ
」を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
た

い
と
考
え
て
制
作
し
ま
し
た
。
こ

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
長
く
親
し
ま
れ
、

世
界
遺
産
・
田
島
弥
平
旧
宅
や
伊

勢
崎
市
を
世
界
中
に

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

一
助
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

TOPICS

問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課（
☎

（27）
２
７
０
７
）

世
界
遺
産

▲完成した田島弥平旧宅ロゴマーク（一例）

市ではポスターやのぼり旗を公共施設な
どに掲示して、世界遺産・田島弥平旧宅
をPRしています。

ロゴマークの利用例（写真はイメージです）。
ロゴマークにはさまざまなバリエーショ
ンがあります。文字部分またはきり絵
部分だけを利用することもできます。

　このロゴマークは、申請すれば
無料で利用することができます。
ロゴマークを利用して、一緒に世
界遺産・田島弥平旧宅や境島村の
魅力を発信していきませんか。
　利用する際は市ホームページか
ら利用申請書をダウンロードし、
必要書類を添えて直接または郵送
で企画調整課に提出してください。
宛先　〒372−8501　（住所不要） 
　市役所企画調整課

制
作
者
の
声

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作

佐さ

藤と
う 

正ま
さ

幸ゆ
き 

さ
ん

（M
aniackers D

esign

代
表
）

　
現
在
の
建
物

や
模
型
な
ど
の
資
料
を
参
考
に
、

明
治
時
代
の
田
島
弥
平
旧
宅
の
姿

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
創
作
し
ま
し
た
。

現
在
の
建
物
に
残
っ
て
い
な
い
部

分
を
表
現
す
る
た
め
に
、
現
地
に

何
回
も
取
材
に
行
き
、
忠
実
に
建

物
を
再
現
し
て
い
ま
す
。
建
物
だ

け
で
な
く
、
人
物
が
絵
に
入
る
と

当
時
の
生
活
感
が
出
て
印
象
が
変

化
す
る
の
で
、
当
時
の
様
子
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
人
物
を
描
き
ま

し
た
。
見
た
人
が「
こ
の
人
が
当

主
の
田
島
弥
平
さ
ん
か
な
」な
ど

と
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

き
り
絵
部
分
を
制
作

綿わ
た

貫ぬ
き 

一か
ず

男お 

さ
ん

（
き
り
絵
画
家
）

世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い

田
島
弥
平
旧
宅
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
り
た
い

　
平
成
26
年
６
月
の
世
界
遺
産
登

録
を
契
機
に
観
光
客
が
急
増
し
た

田
島
弥
平
旧
宅
。
境
島
村
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
が
平
成
27
年
３
月

に
策
定
し
た「
境
島
村
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
の
一
つ
に
田
島
弥
平
旧

宅
を
は
じ
め
と
す
る
境
島
村
の
魅

力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

田
島
弥
平
旧
宅
を
よ
り
強
く
印
象

付
け
、
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
制
作
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
制
作
に
当
た
っ

て
重
視
さ
れ
た
の
は
、
見
た
瞬
間

に
素
晴
ら
し
さ
が
伝
わ
り
、
想
像

が
膨
ら
む
こ
と
。
そ
れ
を
実
現
す

る
も
の
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が

「
き
り
絵
」で
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

き
り
絵
画
家
が
連
携
し
、
細
部
ま

で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
文
字
と
美
し

い
き
り
絵
に
よ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

完
成
し
ま
し
た
。

市ではポスターやのぼり旗を作製しました

　以下の場合、利用の際に申
請は必要ありません。市ホー
ムページからロゴマークをダ
ウンロードして利用してくだ
さい。
● 報道機関が報道目的で利用

する場合
● 非営利の教育機関が教育目

的で利用する場合
● 個人が非営利目的で利用す

る場合

マ

ニ

ア

ッ

カ

ー

ズ
　

デ

ザ

イ

ン

ぜひ、さまざまなものに活用してください

田
島
弥
平
旧
宅
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
完
成
！

ロゴマークを利用して魅力を発信！

プロフィル
わたぬき・かずお
前橋市在住のきり絵
画家。日本きりえ協
会常任委員や群馬き
りえの会代表を務め
ている。養蚕農家な
どの伝統的な建物の
作品に数多くの実績
がある。

プロフィル
さとう・まさゆき
高崎市を拠点に、多
くのメディアで幅広
いデザイン活動をし
ているデザインスタ
ジオの代表。「ぐん
ま花燃ゆプロジェク
ト」などのデザイン
も手掛けた。
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事来出のちま

　１月31日、まゆドームで豆まきが行われ、遊びに来ていた子どもたちが元気
に豆をまいて自分の中の「鬼」を追い出すことを約束しました。
　まゆドーム恒例の豆まきでは、子どもたちが節分の風習について話を聞いた後、

「いやいや鬼」や「なきむし鬼」など、自分の直したいところを「追い出したい鬼」と
して紙に書きます。ぼうけん山に２匹の鬼が現れると、子どもたちは豆まきをし
て、自分の中の「鬼」を追い出すことを鬼たちと約束。２匹の鬼は子どもたちが書
いた「追い出したい鬼」を箱に封印して、鬼の世界へと帰っていきました。

まゆドームの豆まき
鬼と交わした約束 守っていい子で一年を

鬼のお面作り
どんなお面ができるかな

　１月24日、青少年育成センターで連凧作りの教室が
開催されました。参加した子どもたちは、竹ひごやビニ
ール袋などを使って凧作りを体験し、自分で作った凧を
風に乗せて飛ばしました。親子で教室に参加した小

こ

暮
ぐれ

竜
りゅう

絆
き

君（大手町）は「竹ひごを曲げるのが楽しかった。家で
も作って飛ばしたい」と楽しそうに話してくれました。

　１月30日、節分にちなんだ「鬼のお
面作り」が児童センターで行われまし
た。はさみやのりを使って作業をする
子どもたちの表情は真剣そのもの。完
成した自分だけの鬼のお面をかぶって、
記念撮影などをして楽しみました。

▲個性豊かな鬼
のお面が完成

　１月28日、境総合文化センターで「景観まちづくり賞」 
の表彰式と「景観まちづくり講演会」が行われました。
　表彰式では、建築物デザイン部門に東武鉄道 新伊勢崎 
駅（中央町）・特別養護老人ホーム 小泉の杜

もり

（田部井町三
丁目）・赤堀中学校の３つの建物が、屋外広告物デザイ
ン部門に神林整形外科（境新栄）の広告塔、有限会社水戸
屋本店（境東）の壁面看板が選ばれ、関係者に賞状と記念
品が贈られました。
　講演会ではNPO法人 川越蔵の会の原

はら

知
とも

之
ゆき

さんが歴史
的町並みを生かしたまちづくりについて講演しました。
原さんはNPOの立ち上げから現在の活動に至るまでの
経験を基に、住民が主体となったまちづくりの大切さを
訴えました。

景観まちづくり賞表彰式・景観まちづくり講演会
良好な景観づくりに貢献

１月26日は文化財防火デー
本市の文化財を守ります

上毛かるた競技県大会
市の代表チームが優勝！

　２月７日、前橋市で開催された「上毛かるた競技県大
会」中学生団体の部で、本市代表の華蔵寺町子ども会が
見事、優勝を果たしました。メンバーは第三中学校の（写 
真左から）三

さん

宮
みや

佳
か

菜
な

香
こ

さん（１年）、加
か

藤
とう

大
まさ

宗
むね

君（２年）、
北
きた

爪
づめ

亮
りょう

君（１年）、丸
まる

山
やま

長
ひさ

輝
き

君（２年）の４人。「また来年
も優勝したい」と、早くも次の目標を話してくれました。

　１月26日、地域住民の見守る中、市指定重要文化財
「同

どう

聚
じゅ

院
いん

の武家門」がある同聚院（曲輪町）で消防訓練が行
われました。本堂に火が付いたと想定し、地元の市女性
防火クラブ員による消火器を用いた消火訓練、消防職員
による本堂への放水訓練、武家門への水幕放水の訓練な
どを実施し、防火への備えを確認しました。

連
れん

凧
だこ

を作って飛ばそう！
楽しく凧を作りました

自作の凧 上手に揚がるかな はさみでチョキチョキ 鬼の顔を作ります

自分の中の「鬼」を書き出します ぼうけん山に鬼が出た！

握手して鬼とお別れ

みんなで元気に「鬼は～外」

鬼の封印箱に「追い出したい鬼」を
書いた紙を入れる子どもたち

五十嵐市長（右端）に県大会優勝を報告しました 同聚院の本堂へ放水

表彰を受ける水戸屋本店の飯
いい

塚
づか

勝
かつ

亮
あき

さん

新伊勢崎駅

赤堀中学校

特別養護老人ホーム
小泉の杜

水戸屋本店の壁面看板 神林整形外科の広告塔 講演する原知之さん
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●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299
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■災害情報案内（24時間）
■救急病院等案内（24時間）

境采女公民館の利用を再開 ス
ト
レ
ス
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
、「
な
く
す
」「
勝
つ
」

か
ら「
う
ま
く
付
き
合
う
」へ

　
ス
ト
レ
ス
を
完
全
に
解
消
す
る

こ
と
は
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
で

す
。
人
間
、
ス
ト
レ
ス
が
あ
っ
て

当
た
り
前
。
せ
め
て
た
め
込
ま
な

い
よ
う
に
工
夫
し
て
、
吐
き
出
し

た
り
軽
く
し
た
り
と
、
上
手
に
付

き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

物
事
の
捉
え
方
を
変
え
て
み
て

　
物
事
の
捉
え
方
は
、
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
。
同
じ
失
敗
で
も
ひ
ど
く

落
ち
込
ん
で
し
ま
う
人
も
い
れ
ば
、

ま
た
頑
張
れ
ば
い
い
や
と
思
え
る

人
も
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
一
種
の

「
癖
」の
よ
う
な
も
の
。
自
分
自
身

の「
癖
」に
気
付
い
て
考
え
方
を
少

し
改
め
る
だ
け
で
、
結
果
は
ず
い

ぶ
ん
と
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

【
こ
ん
な「
癖
」に
は
要
注
意
】

●「
こ
う
す
べ
き
だ
」と
決
め
つ
け
、

勝
手
に
ハ
ー
ド
ル
を
作
っ
て
自
分

を
追
い
込
ん
で
し
ま
う

●
物
事
に
極
端
に
白
黒
を
つ
け
た

が
り
、
少
々
の
失
敗
で
も
う
駄
目

だ
と
思
っ
て
し
ま
う

●
一
度
の
失
敗
や
良
く
な
い
出
来

事
に
と
ら
わ
れ
て
、
ま
た
次
も
同

じ
こ
と
が
起
こ
る
の
で
は
と
不
安

に
な
っ
て
し
ま
う

●
深
読
み
し
過
ぎ
て
、
他
人
の
言

葉
や
態
度
に
裏
や
魂
胆
が
あ
る
と

思
っ
て
し
ま
う

ス
ト
レ
ス
解
消
法

❶
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
時
間
は
３
つ
、

起
き
る
時
間
・
寝
る
時
間
・
朝
昼

夕
の
食
事
の
時
間
で
す
。
こ
れ
ら

の
時
間
が
、
な
る
べ
く
毎
日
同
じ

に
な
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
無
理
は
せ
ず
、
自
分
に
合

っ
た
リ
ズ
ム
を
刻
み
ま
し
ょ
う
。

❷
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富

な
野
菜
や
果
物
が
不
足
し
な
い
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
中
で
も
旬

の
も
の
は
栄
養
た
っ
ぷ
り
で
味
も

良
く
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

❸
ゆ
っ
た
り
と
し
た
休
養

　
休
日
に
は
、
何
も
せ
ず
の
ん
び

り
と
過
ご
す
時
間
も
必
要
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
忙
し
く
し
過
ぎ

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

音
楽
を
聴
い
た
り
散
歩
を
し
た
り
、

自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
で
休

日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

❹
暑
さ
・
寒
さ
の
調
整

　
暑
さ
や
寒
さ
も
ス
ト
レ
ス
に
な

り
ま
す
。
気
候
が
不
安
定
な
春
は

薄
物
の
重
ね
着
を
心
掛
け
、
暑
さ
・

寒
さ
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
脱
ぎ
着

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
に
は
早
め
の
対
応
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

　
体
調
の
異
変
は「
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
い
る
よ
」と
い
う
疲
れ

た
心
か
ら
の
警
告
で
す
。
早
い
段

階
で
異
変
に
気
付
き
、
早
め
に
対

応
し
て
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
、

軽
症
の
う
ち
に
回
復
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
体
調
の
異
変
に
気
付

か
な
か
っ
た
り
、
気
付
い
て
も
無

視
し
た
り
し
て
い
る
と
、
う
つ
病

な
ど
心
の
病
気
を
発
症
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
自
分
の
判
断
で
間

違
っ
た
対
応
を
取
る
と
、
か
え
っ

て
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、

専
門
家
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
心
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
気
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

始
め
ま
し
ょ
う

心
健
康

の

づ
く
り

　
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
は
誰
に
で
も
あ
る
も
の
で
、
避
け
る
こ
と
は

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
る
仕
組
み
や 

自
分
の
心
の
状
態
を
よ
く
知
っ
て
対
処
す
る
こ
と
で
、
心
の
健
康

は
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
心
に
関
心
を
持 

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
６
６
７
５
）

自殺予防パネル展
　３月は「自殺対策強化月間」です。ストレス解
消法、うつ病、自殺予防の対策についてのパネ
ル展を開催します。
期間　３月８日（火）から11日（金）まで
時間　午前９時～午後５時
　※11日（金）は午後３時まで
会場　市役所東館１階市民ホール
入場料　無料
問い合わせ　
●健康管理センター（☎23－6675）
●赤堀保健福祉センター（☎20－2210）
●あずま保健センター（☎62－9918）
●境保健センター（☎74－1363）

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で

す
。
火
災
予
防
を
心
掛
け
、
火
災

の
発
生
を
防
ぎ
、
大
切
な
命
や
財

産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

全
国
統
一
防
火
標
語

無
防
備
な　
心
に
火
災
が　

　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
２
７
８
５
）

期
日　
3
月
17
日（
木
）

時
間　
午
後
2
時
開
始

会
場　
市
役
所
北
館
４
階
会
議
室

定
員　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
当
日
午
後
1
時
30
分

か
ら
1
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ公
共
下
水
道 

供
用
開
始
区
域
の

縦
覧

下
水
道
整
備
課（
☎

（27）
２
７
７
７
）

　
３
月
31
日（
木
）か
ら
、
公
共
下

水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が
広
が

り
ま
す
。
対
象
区
域
を
示
し
た
地

図
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

期
間　
３
月
９
日（
水
）か
ら
30
日

（
水
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

会
場　
下
水
道
整
備
課

対
象
区
域　
上
植
木
本
町
、
上
諏

訪
町
、
昭
和
町
、
下
植
木
町
、
今

泉
町
一
丁
目
、
粕
川
町
、
南
千
木

町
、
茂
呂
町
二
丁
目
、
美
茂
呂
町
、

茂
呂
南
町
、
新
栄
町
、
連
取
元
町
、

連
取
町
、
今
井
町
、
山
王
町
、
中

町
、
長
沼
町
、
上
蓮
町
、
飯
島
町
、

西
久
保
町
一
丁
目
・
二
丁
目
、
野

町
、
赤
堀
今
井
町
一
丁
目
・
二
丁

目
、
市
場
町
一
丁
目
、
国
定
町
二

丁
目
、
境
、
境
米
岡
、
境
栄
の
そ

れ
ぞ
れ
一
部
の
区
域

募
集

防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
員
を

募
集安

心
安
全
課（
☎

（27）
２
７
０
６
）

　
通
学
路
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で
き

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間　
４
月
１
日（
金
）以
後

登
録
し
た
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日（
金
）ま
で

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
で
、
防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル

に
継
続
的
に
参
加
で
き
る
個
人
・

団
体

内
容　
散
歩
や
子
ど
も
の
送
迎
な

ど
の
際
、
市
か
ら
貸
与
さ
れ
た
腕

章
を
着
用
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

を
行
い
ま
す
。
活
動
時
間
や
方
法

な
ど
は
自
由
で
す
。
市
や
防
犯
委

員
が
地
域
の
防
犯
活
動
へ
の
参
加

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

ま
す
。
加
入
料
は
市
が
負
担
し
ま

す申
し
込
み　
直
接
安
心
安
全
課
へ

自
衛
官（
一
般
幹
部
候
補
生
）募
集

市
民
課（
☎

（27）
２
７
２
６
）

試
験
日　
５
月
14
日（
土
）ほ
か

対
象　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
で
大

卒
ま
た
は
大
卒
見
込
み
の
人
、
20

歳
以
上
28
歳
未
満
で
大
学
院
の
修

士
課
程
を
修
了
し
た
人
ま
た
は
修

了
見
込
み
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
５
月 

６
日（
金
）ま
で
に
自
衛
隊
群
馬
地 

方
協
力
本
部
前
橋
募
集
案
内
所（
☎ 

０
２
７
ー
２
３
３
ー
８
９
６
０
）

景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

都
市
計
画
課（
☎

（27）
２
７
６
７
）

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
啓
発
活
動

な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
・
協
力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
良
好
な
景
観
づ
く

り
の
た
め
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

活
動
期
間　
認
定
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日（
土
）ま
で

※
登
録
を
更
新
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人
、
市
内
に

店
舗
や
工
場
な
ど
が
あ
る
事
業
者

申
し
込
み　
都
市
計
画
課
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
都
市
計
画
課
へ

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
都
市
計
画 

課
、

（23）
０
６
０
１
、

tosikei 
@

city.isesaki.lg.jp

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

学
校
教
育
課（
☎

（27）
２
７
８
７
）

対
象　
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
学
業
の
優
秀
な
生
徒
・
学

生
で
、
経
済
的
な
理
由
で
進
学
が

困
難
な
人

※
高
専
・
専
修
学
校
は
除
き
ま
す

貸
与
額

●
高
等
学
校
＝
年
12
万
円

●
大
学
・
短
期
大
学
＝
年
30
万
円

※
利
子
は
付
き
ま
せ
ん

※
平
成
28
年
度
に
入
学
す
る
奨
学

生
に
は
、
１
回
に
限
り
入
学
時
給

付
金
と
し
て
３
万
円
を
支
給
し
ま

す申
し
込
み　
学
校
教
育
課
・
各
支

所
住
民
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
３
月
１

日（
火
）か
ら
４
月
28
日（
木
）ま
で

に
直
接
学
校
教
育
課
へ

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

お
知
ら
せ

　耐震工事が完了したため、３月１日（火）から
境采女公民館の利用を再開します。境総合文化
センター１階にあった事務室も公民館内に戻り
ます。
　新規利用団体を募集しています。地域の生涯
学習活動の拠点として活用してください。
問い合わせ　境采女公民館（☎76−0013）

３
月
１
日（
火
）か
ら
７
日（
月
）ま
で

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

消
防
本
部
予
防
課（
☎

（25）
３
３
１
１
）
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春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　
４
月
３
日（
日
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
開
会

会
場　
あ
ず
ま
体
育
館

対
象　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に

登
録
し
た
チ
ー
ム

種
別　
女
子
９
人
制

参
加
料

●
大
会
参
加
料
＝
３
０
０
０
円

●
協
会
登
録
料
＝
５
０
０
０
円

※
代
表
者
会
議
の
と
き
に
支
払
っ

て
く
だ
さ
い

申
し
込
み　
３
月
22
日（
火
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

【
代
表
者
会
議
】

　
参
加
チ
ー
ム
の
代
表
者
は
、
代

表
者
会
議
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　
３
月
25
日（
金
）

時
間　
午
後
７
時
30
分
開
始

会
場　
市
役
所
東
館
５
階
第
４
会

議
室

春
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　
４
月
３
日（
日
）

時
間　
午
前
６
時
45
分
市
役
所
集

合
・
出
発

※
午
後
５
時
帰
着
予
定

行
き
先　
皇
居
一
周
、
千
鳥
ヶ
淵

の
桜（
東
京
都
）

市
収
蔵
資
料
展 

現い

在ま

！
を

構
想
し
た
人 

石い
し

川か
わ

泰た
い

三ぞ
う

展

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎

（63）
０
０
３
０
）

期
間　
３
月
19
日（
土
）か
ら
４
月

10
日（
日
）ま
で

※
３
月
22
日（
火
）・
28
日（
月
）・

４
月
４
日（
月
）は
休
館
で
す

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

入
場
料　
無
料

【
特
別
講
座
】

期
日　
４
月
９
日（
土
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
開
始

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
60
人（
先
着
順
）

演
題　
明
治
・
大
正
期
の
地
方
政

治
と
石
川
泰
三（
仮
題
）

講
師　
丑う

し

木き

幸ゆ
き

男お

さ
ん（
元
人
間

文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料

館
長
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
３
月
23
日（
水
）か
ら

電
話
で
赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館
へ

郷
土
史
講
演
会

境
東
公
民
館（
☎

（74）
０
４
５
３
）

期
日　
３
月
19
日（
土
）

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
境
東
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
50
人（
先
着
順
）

演
題　
楫か

取と
り

素も
と

彦ひ
こ

と
伊
勢
崎
・
境

の
人
々

講
師　
手て

島し
ま

仁ひ
と
し

さ
ん（
前
橋
市
文

化
ス
ポ
ー
ツ
観
光
部
参
事
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
３
月
９
日（
水
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
境
東
公
民
館

へ春し
ゅ
ん

蘭ら
ん

展
文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

期
日　
３
月
19
日（
土
）・
20
日（
祝
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
北
公
民
館

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
伊
勢
崎
市
蘭ら

ん

蕙け
い

愛

好
会（
☎

（24）
０
９
０
２
・
吉
沢
）

期
日　
５
月
21
日（
土
）

時
間　
午
前
６
時
40
分
市
役
所
集

合
・
出
発

※
午
後
10
時
帰
着
予
定

対
象　
市
内
に
在
住
の
母
子
・
父

子
家
庭
の
高
校
生
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
親

定
員　
１
４
０
人（
抽
選
）

参
加
料

●
母
親
・
父
親
＝
７
０
０
０
円

※
市
母
子
会
員
で
な
い
人
は
９
０

０
０
円

●
中
学
生
・
高
校
生
＝
６
０
０
０

円●
４
歳
以
上
小
学
生
以
下
＝
５
０

０
０
円

●
３
歳
以
下
＝
１
０
０
０
円

※
バ
ス
代
・
入
場
料
・
保
険
料
を

含
み
ま
す

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
の
往
信 

用
通
信
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
・
参
加
者
全
員
の
氏
名

と
生
年
月
日
を
、
返
信
用
宛
名
面

に
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
市
母

子
会
事
務
局
へ

※
１
家
族
１
枚
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

宛
先　
〒
３
７
９
ー
２
２
３
４

東
小
保
方
町
３
２
４
３
ー
２　
社

会
福
祉
協
議
会
あ
ず
ま
支
所
内
、

市
母
子
会
事
務
局

締
切
日　
３
月
28
日（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
市
母
子
会
事
務
局（
社
会
福

祉
協
議
会
あ
ず
ま
支
所
内
、
☎

（20）

２
６
６
６
）

ア
ク
ト
☆
や
ま
と
姫
公
演

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎

（70）
２
４
１
５
）

　
『
三
匹
の
こ
ぶ
た
』『
大
き
な
い

も
』を
上
演
し
ま
す
。

期
日　
３
月
12
日（
土
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

入
場
料　
無
料

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

催
し

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
70
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
で
、
３

時
間
程
度
歩
け
る
人

定
員　
40
人（
先
着
順
）

参
加
料　
４
０
０
０
円（
バ
ス
代
、

保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み　
３
月
８
日（
火
）か
ら

11
日（
金
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問
い
合
わ
せ　
市
ハ
イ
キ
ン
グ
協

会（
☎

（26）
５
７
２
４
・
伊
藤
）

講
座

 

応
急
手
当
講
習
会（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
）

あ
ず
ま
公
民
館（
☎

（62）
０
１
１
５
）

期
日　
４
月
19
日（
火
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
30
人（
先
着
順
）

内
容　
応
急
手
当
て
に
つ
い
て
の

講
義
と
心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の

実
技

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
３
月
８
日（
火
）か
ら

29
日（
火
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
電

話
で
あ
ず
ま
公
民
館
へ

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン

南
公
民
館（
☎

（26）
８
３
３
３
）

期
日　
３
月
23
日（
水
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

会
場　
南
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
男
性

定
員　
15
人（
先
着
順
）

内
容　
オ
ム
ラ
イ
ス
、
手
羽
中
の

マ
ー
マ
レ
ー
ド
焼
き
、
具
だ
く
さ

ん
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
す

参
加
料　
７
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
３
月
９
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南

公
民
館
へ

捨
て
ら
れ
な
い
人
の
た
め
の

お
片
づ
け
教
室（
入
門
）

境
采
女
公
民
館（
☎

（76）
０
０
１
３
）

期
日　
３
月
26
日（
土
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場　
境
采
女
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
15
人（
先
着
順
）

内
容　
家
の
中
を
す
っ
き
り
整
理

す
る
こ
つ
を
学
び
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
３
月
９
日（
水
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
境
采
女
公
民

館
へ

春
の
和
菓
子
つ
く
り
体
験
教
室

境
剛
志
公
民
館（
☎

（74）
０
１
６
８
）

期
日　
３
月
29
日（
火
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分

会
場　
境
剛
志
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員　
10
人（
先
着
順
）

内
容　
季
節
の
練
り
切
り
を
５
個

作
り
ま
す

参
加
料　
１
２
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
３
月

15
日（
火
）午
前
９

時
か
ら
電
話
で
境

剛
志
公
民
館
へ

期
日　
３
月
30
日（
水
）・
31
日（
木
）

時
間

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
赤
石
楽
舎

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
各
５
人（
先
着
順
）

内
容　
移
動
式
の
機
織
り
機
で
絵

手
紙
を
飾
る
壁
掛
け
を
織
り
ま
す

参
加
料　
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
３
月
８
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
生

涯
学
習
課
へ

ス
ポ
ー
ツ

　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）�
＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）

●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）�
＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

●
●
●

３月
３月
３月

19日（土）
20日（祝）
21日（月）

須田設備工業　☎62−2349
小林保全設備　☎24−1155
松原電化設備　☎62−1534

●
●
３月
３月

26日（土）
27日（日）

丸橋設備　☎25−2412
中央水道　☎25−1592

ホワイトデーイベント
　カップルで観覧車に乗った人に、お得な
クーポン券を差し上げます。午前11時と午
後２時から観覧車に乗った人、それぞれ先
着100人にはプレゼントがあります。
　※天候により変更になる場合があります
期日　３月13日（日）
時間　午前９時～午後５時

◆川口オート場外発売

◆浜松オート場外発売

◆山陽オート場外発売

3/10・11・12・13

3/10・11・12・13

3/14・15・16

◆船橋オート場外発売
　特別ＧⅠ共同通信社杯
　プレミアムカップオートレース

◆飯塚オート場外発売

3/17・18・19・20・21

3/22・23・24・25

売上金は機械工業の振興・社会福祉の増進などに広く
役立てられています

☎24－5780　　http://isesaki-auto.jp/

　現在、新伊勢崎駅西口駅前広場の整備を
進めています。３月14日（月）午前10時か
ら、西口ロータリーの使用を開始します。
交通規制に従って通行してください。
問い合わせ　都市計画課（☎27−2766）

新伊勢崎駅前広場（駅西口）
ロータリーの使用を開始します

華蔵寺公園遊園地 ☎25－4478
http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

移
動
手
織
教
室

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

市
母
子
会
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
旅
行

子
育
て
支
援
課（
☎

（27）
２
７
９
８
）

あなただけの壁掛け
を作りませんか
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21
世
紀
銘
仙
を
織
る

　
１
月
15
日
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
る
職
人
の
紹
介
や
制

作
に
取
り
組
む
併
用
絣
の
デ
ザ
イ

ン
の
発
表
な
ど
が
赤
石
楽
舎
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
制
作
す
る
併
用
絣
を「
21

世
紀
銘
仙
」と
名
付
け
、
16
反（
１

反
は
着
物
１
枚

を
作
る
の
に
必

要
な
織
物
の
分

量
）の
制
作
を

こ
と
し
の
夏
ご

ろ
ま
で
に
行
う

予
定
で
す
。

  

主
役
は
職
人
の
皆
さ
ん

　
併
用
絣
を
は
じ
め
と
す
る
伊
勢

崎
銘
仙
の
製
造
は
い
く
つ
も
の
工

程
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
工
程
を
担
当
す
る
職
人
の
手
に

よ
る
分
業
で
製
造
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
染
色
す
る
前
に
た
て
糸
を
整

え
る「
整せ

い

経け
い

」と
呼
ば
れ
る
工
程
や
、

図
案
を
元
に
染
色
用
の
型
紙
を
彫

る
工
程
、
糸
を
染
め
る
工
程
、
染

め
た
糸
を
織
る
工
程
な
ど
、
そ
の

工
程
は
優
に
10
を
超
え
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
工
程
は
ど
れ
も
高

度
な
技
術
を
要
し
、
１
反
の
銘
仙

を
製
造
す
る
に
は
熟
練
の
技
術
を

持
つ
数
多
く
の
職
人
が
必
要
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
か

つ
て
伊
勢
崎
銘
仙
の
製
造
に
携
わ

っ
て
い
た
職
人
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
の
一
人
で
あ

る
杉
原
み
ち
子
さ
ん（
曲
輪
町
）は

あ
い
さ
つ
の
中
で「
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
主
役
は
職
人
の
皆
さ
ん
。

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
職
人
の
皆

さ
ん
の
名
前
を
残
し
た
い
」と
語

り
ま
し
た
。

  

三
つ
の
デ
ザ
イ
ン

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
制
作
す
る「
21 

世
紀
銘
仙
」の
デ
ザ
イ
ン
は「
赤
い 

レ
ン
ガ
造
り
」「
ツ
ツ
ジ
」「
時
報
塔
」 

の
三
つ
。
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た

の
は
、
㈱
布ぬ

の

の
取
締
役
デ
ザ
イ
ン

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
世
界
的 

な
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー（
※
）

の
須す

藤ど
う

玲れ
い

子こ

さ
ん
で
す
。

　
須
藤
さ
ん
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

始
動
に
際
し「
伊
勢
崎
銘
仙
は
そ

の
伝
統
に
価
値
が
あ
る
。
そ
の
復

活
と
い
う
貴
重
な
瞬
間
に
関
わ
る

感
動
に
酔
い
し
れ
、
ど
の
よ
う
な

絹
織
物
が
仕
上
が
る
か
楽
し
み
に

し
て
い
る
」と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ

ま
し
た
。

※
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
＝

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
衣 

類
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
の
に
対
し
、 

テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
は「
布 

地
」「
織
物
」を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。

『21世紀銘仙』いせさき併
へい

用
よう

絣
かすり

を紡ぐプロジェクト始動

後世に伝えたい伊勢崎の宝
　伊勢崎で生まれ独自の発展を遂げつつも、現在はその生産が
途絶えてしまった「併用絣」。その「併用絣」を復活させようとす
るプロジェクトが、伊勢崎銘仙を愛する市民の手によってスタ 
ートしました。

TOPICS

21
世
紀
銘
仙 

三
つ
の
デ
ザ
イ
ン
案

◆
赤
い
レ
ン
ガ
造
り

今
も
伊
勢
崎
の
街
中
に
残
る
、
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
を
抽
象
的
に
表
現
し
た
デ
ザ

イ
ン

◆
時
報
塔

市
指
定
重
要
文
化
財
の「
旧
時
報
鐘
楼
」と
そ
れ
を
囲
む
家
々
を
描
い
た
デ
ザ
イ
ン

◆
ツ
ツ
ジ

市
の
花
の
一
つ
で
も
あ
る
ツ
ツ
ジ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

デ
ザ
イ
ン

併用絣銘仙ひとこと
メモ

さき　ぞ

　銘仙は先染めの織物です。伊勢崎ではたて
糸・よこ糸の両方に柄を染める「絣」の技術が
発展し、中でも「併用絣」は型紙を使い糸を染
めることで絵画のような柄を表現できました。 
その製造には高度な技術が必要とされ、銘仙
の産地の中でも伊勢崎でしか織ることができ
ませんでした。

プロジェクトに
携わる皆さん
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第
12
回

「
織
り
の
会
」が
支
え
る 

機
織
り
体
験

　
小
学
生
の
機
織
り
体
験
学
習
は

平
成
15
年
に
始
ま
り
、
本
年
で
13

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
市

内
24
校
の
小
学
３
年
生
を
対
象
に
、

絣
の
郷
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
高た

か

機ば
た

を
使
っ
て
織
る

の
は
一
辺
が
10
セ
ン
チ
四
方
の
絹

糸
の
コ
ー
ス
タ
ー
。
高
機
は
、
伊

勢
崎
銘
仙
を
織
っ
て
い
た
こ
ろ
に

使
わ
れ
て
い
た
物
を
機
織
り
体
験

の
た
め
に
集
め
、
修
理
し
て
使
っ

て
い
ま
す
。

　
機
織
り
を
教
え
て
い
る
の
は
、

織
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
織
り
の
会
」

の
皆
さ
ん
で
す
。
伊
勢
崎
織
物
の

技
術
の
保
存
や
普
及
を
目
的
に
、

平
成
14
年
度
に
会
が
発
足
。
会
員

に
は
伊
勢
崎
銘
仙
を
織
る
技
術
者

と
し
て
活
躍
し
た
人
も
い
ま
す
。

　
五い

が

ら

し

十
嵐
幸ゆ

き

枝え

さ
ん（
田
中
島
町
）

は
そ
の
技
術
者
の
一
人
で
す
。
16

歳
の
こ
ろ
か
ら
20
歳
く
ら
い
ま
で
、

自
宅
で
機
織
り
を
し
て
家
計
を
助

け
て
い
ま
し
た
。
農
家
を
手
伝
い

な
が
ら
農
閑
期
に
は
機
織
り
を
し

て
収
入
を
得
て
い
た
家
が
多
か
っ

た
と
、
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

近
所
で
競
争
し
て「
機
織
り
に
明

●活動状況は？
▶月４回程度
●活動場所は？
▶赤堀公民館（分館）
●メンバーは？
▶10人

　平成25年４月に発足し、毎週月曜日に50歳代から70歳代ま
で和気あいあいと楽しく練習しています。年齢に関係なく楽し
め、健康にも大変良いスポーツ吹矢。３分間に５本の矢を吹い
て、級・段に応じて４～６ラウンドの合計点を競います。市や
県の大会はもちろん、北関東の交流大会にも参加しています。
そのほか、地域の世代間交流の催しで体験会を行ったり公民館
で吹矢教室を開催したりと、積極的に活動しています。

サークル名 	 スポーツ吹矢あかぼり

　取材で行った連
れん

凧
だこ

作り教室。
子どもたちは目を輝かせなが
ら凧作りに夢中で取り組んで
いました。中でも真剣に取り
組んでいたのは、水でぬらし
た竹ひごをろうそくの熱で曲
げる工程。私もやったことが
ない作業を子どもたちは器用
にこなしていました。
　出来上がった凧を揚げなが
ら、雪の残った庭を元気いっ
ぱいに駆け回る子どもたちを
見て、自分に子どもができた
ら、いつも嫁さんに怒られて
いるスマホゲームをやめて、
一緒に昔の遊びで遊びたいな
と感じました。　　　　（よ）

第47回	赤堀公民館

け
暮
れ
た
」こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

機
織
り
引
退
か
ら
数
十
年
の
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
機

織
り
体
験
に
は
開
始
当
初
か
ら
携

わ
り
、
会
の
一
員
と
し
て
活
動
を

支
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
織
り
の
会
」で
は
年
２
回
、
市

の
イ
ベ
ン
ト
で
大
人
も
含
め
た
機

織
り
体
験
の
指
導
に
も
当
た
っ
て

い
ま
す
。
五
十
嵐
さ
ん
は「
公
民

館
で
地
域
の
人
を
対
象
に
機
織
り

体
験
を
や
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
広
め

て
い
き
た
い
」と
、
今
後
の
夢
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲小学生の機織り体験学習。約10分で
コースターが織り上がる

◀「織りの会」の
五十嵐幸枝さん。

「難しかったけ
ど優しく教えて
くれて良かった 
って、みんな喜
んでね」。子ども
たちからのうれ
しい感想が、張
り合いになって
いると言います

▶田
た

沼
ぬま

幸
ゆき

純
ずみ

君（あずま
南小学校）「織るのがと
ても面白かったです。
コースターは家で使い
ます」

◀高
たか

橋
はし

美
み

空
く

さん（あず
ま南小学校）「私も昔の
世界に行って機織りの
仕事をやりたいと思い
ました」


